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地球地図ラスターデータの問題点と改良方法に関する研究
乙井康成、O高橋英尚、岸本紀子、小島情平（国土地理院）、
建石隆太郎（干葉大学環境リモートセンシング研究センター）
【研究の目的】地球地図国際運営委員会（ISCGM）と国土地理院は、地球環境の現状を正確に表す全球陸域のデジタル地理情報を各国の地図作成機関と協
力して整備している。ラスターデータの土地被覆データ及び樹木被覆率データが2008年までに整備・完了し、地球地図第1版を公開した。5年後の地球地図第
2版のデータ整備・更新に向けて、土地被覆データ及び樹木被覆率データの問題点や改良方法を実現するため研究を行うことを目的とする。
【研究の内容】地球地図第1版（土地被覆データ）の日本国内のデータについて、国土地理院発行の2万5千分1地形図及びその他の資料を使って比較を行
い、分類項目による分類結果の傾向を抽出した。
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【調査方法】
①地球地図第1版・土地被覆データの任意の点を選ぴ、同一地点の
2万5千分1地形図と比較した。
②地形図では読み取れない植生（常緑か落葉か等）については、国
土地理院刊行のナショナルアトラス、環境省の2万5千分1の値生図
を参考にした。
【調査の留意点】
①いくつかの分類項目が細かくモザイク状になった箇所を避け、ひとつ
の分類項目が、ある程度の広がりを持っている箇所を選ぶようにした。
②土地被覆データよで選択した検証点と同一箇所の地形図を比較した
が、閉じ範囲内のセルの内容が一致するかどうかにこだわらず、周辺の
現況をみて総合的に判断した。
【地形図の植生記号について】
①地形図では落葉樹、常緑樹の区別はない。
②樹高についても特に規定がない。
③桑畑、果樹園、茶畑、竹林等、日本独自の植生!c号がある。
④樹冠被覆隼を知ることができない。
.，精度倹陸鮪鳳
＂ク，：，.
II 2 3 4 ~ 6 1 8 9 10 1 12 13 14 10 IS 17 18 19 
~: f ~ ” ; a同：”属z” ~ 長ー~ 漉副特官 E持車 鴻木：也E’：，ゐ: 、’‘，：ー司：・~ ． ・:i ・ ：・~・' ；’ 温地 ：！制~~、‘． Z地守’宮、
トー
“ コ，
四
ヲ ， 
喝 ヨ 。
分fスラ' ・ 3 ？ 2 8 紘 2阿
a且 ．‘ 、， ．、
、ー
加 古
el史 3 Ht 時。10 1 • 1 , 3 ,. 1。V O • 2 0. 0 • 摺向。duce(< . ・. 白 .... ”’‘”掴M・幽山山 ＇＂・蝿 OJI‘ a岨
【検証の結果】
①水回の User’saccuracyは非常によいが、 Producer’s
accuracyは良くない。多くの水田が畑に分類されている。
②畑・草の耕作地の User’saccuracyが良くなく、畑に分類されて
いるが、実際は水園、果樹園となっている筒所が多数ある。
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③新潟平野、渡尾平野等の水田地帯は、非常に精度良く水田に推
定されているが、北海道、東北の水田地帯はほとんど畑に分類され
ている。
【今後の検討課題】
今回は229点と少ない数の検証しかできなかった。また、植生図を
使った確認を十分に行えなかった。今後は、更に多くの地点につい
て、植生図、写真等を併用して検証を行い、どのような傾向がある
か詳しく分析したい。
